
金
四
阿
古
蹟
志
怨

廿
五

而
御
誕
生
‘
則
同
所
忙
て
御
逝
去
。
内
館
儀
首
寺
同
国
那
故
、
以
ユ
此
縁
-

御
遺
骸
A
H
M

寺
へ
御
診
被
v
成
候
。
以
上
。

疋
徳
三
年
三
月

右
は
、
普
務
五
世
会
議
中
将
綱
紀
卿
よ
り
尋
ね
さ
せ
ら
る
に
よ
り
.

.. 
ド~I

般

ミ~:

金
部
寺
祉
山
中
行
ま
で
hv
J
出
し
た
る
仰
な
り
と
い
へ
り
。

O
一
柳
監
物
直
奥
霊
堂

背
は
高
山
慨
寺
本
堂
脇
陀
耐
世
主
あ
り
し
か
ど
、
後
破
損
し
て
取
段
ち

今
は
惣
位
牌
所
に
そ
の
位
牌
を
泣
き
た
り
o
務
翰
殺
に
云
ふ
。
一
柳

段
物
直
興
は
.

一
柳
丹
後
守
芭
訟
の
長
男
托
て
、
伊
抽
出
閤
新
居
郡
西

僚
の
披
主
に
て
、
父
の
遮
悦
三
高
石
の
内
二
前
五
千
石
を
倒
し
、
合

弟
停
制
開
直
附
…
に
五
千
石

E
分
つ
。
区
間
関
後
K
探
政
り
て
、
党
文
五
年

七
月
廿
九
日
加
貧
困
へ
流
さ
れ
‘
加
賀
守
綱
紀
卿
に
預
け
ら
れ
て
家

絶
え
た
り
。
と
あ
り
。
さ
て
此
の
時
加
州
家
よ
り
守
政
し
来
り
、
金

抑
押
木
新
保
陀
百
間
四
方
の
居
所
を
榔
へ

、
袋
に
入
世
か
れ
、
禁
釧
せ

ら
る
'h

事
凡
二
+
二
年
。
貞
享
三
年
六
月
廿
六
日
加
州
領
内
俳
佃
の

絡
、
幕
府
よ
り
混
ぜ
ら
れ
、
元
称
十
五
年
八
月
三
日
腕
七
十
九
歳
に

て
卒
す
。
翌
四
目
見
届
の
上‘

遺
骸
を
塩
誌
と
友
し
.
幕
府
へ
伺
之

上、

埋
葬
の
式
あ
り
た
り
と
ぞ
。

一
柳
家
の
菩
挺
所
は
、
臨
済
宗
金

四
λ

池
院
な
り
。
高
山
批
寺
は
則
ち
臨
油
開
袋
、

殊
に
延
費
五
年
折
迷
町
火
災

の
筒
、
監
物
殿
向
山
批
苛
へ
立
川
出
か
れ
.
県
の
頃
位
職
守
門
和
仰
と
拠

約
の
次
第
も
有
v
之
に
何
宮
、
努
八
月
廿
六
日
高
燥
寺
K
於
て
相
許
制
山
を

管
み
.
野
岡
山
へ
担
問
砕
す
。
同
月
廿
九
日
時
日
の
隔
日
法
合
執
行
。

綱
紀
卿
よ
り
使
者
を
以
て
容
山
内
銀
二
百
隔
を
供
へ
ら
れ
、

E
排
法
制
円

法
合
路
入
山
江
北
ハ
悉
く
賜
は
り
た
り
。
共
の

E
細
は
木
新
保
の
僚
に
減

せ
た
り
。
同
年
九
月
監
物
殿
召
辿
れ
ら
れ
し
家
士
商
品
哨
イ
郎
左
術
門

以
下
回
入
、
糾
川
願
に
依
っ
て
前
国
家
へ
召
抱
え
ら
れ
、
各
家
総

E
賜

は
り
た
り
。
依
っ
て
高
防
相
等
の
凶
土
皆
高
山
批
苛
の
位
那
と
成
り
、
故

主
一
柳
殿
の
位
牌
を
守
越
し
‘
年
忌
の
法
合
執
行
方
な
ど
の
事
も
主

宰
な
し
け
り
と
。
左
の
草
案
、
寺
中
広
存
在
せ
り
。

党

'}.t 'i!'i 'n; 
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子ぉ子興銀科
j¥ 
百枚
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寸
剛
畑
町
器
棚
草
山
骨
滋
院
殴

同

故
庇
物
殴
甥
一
一
柳
主
税

右
来
月
三
日
一
柳
放
政
物
取
十
七
回
忌
に
付
、
江
戸
よ
り
向
嶺
源
太

左
衛
門
方
迄
被
一
一
指
越
-
候
由
K
而、

源
太
左
術
門
病
気
故
以
=
使
者
-
翁
v

持
被
v

越
候
陀
付
、
来
月
二
・
三
日
法
事
執
行
仕
筈
に
御
山
田
候
。
依
'
之

疋

御
袋
内
中
上
供
。
以
上
。

七
月
廿
七
日

』位

寺

一ずr
I ... J 

永

郎

左

京

阪

菊

地

大

勝

股

伊
総
内
問
附
股

右
は
享
保
三
年
戊
成
金
禅
寺
枇
奉
行
所
へ
の
上
申
書
也
。
さ
て
共
の

後
間
同
蛍
も
破
加
し
、
修
制
柑
方
も
等
閣
に
て
、
絡
に
取
段
ち
た
り
け
ん
。

流
政
年
間
一
柳
の
末
家
た
り
し
申
棋
士
某
金
調
開
へ
来
り
、
古
川
叫
帥
寺
に
尋

ね
行
宮
、
故
防
品
物
肢
の
位
牌
を
奔
し
け
る
が
.
説
ハ
の
頃
既
に
怒
堂
も

無
v
之
、
悶
品
物
般
の
位
牌

E
向
償
等
が
位
牌
と
一
終
に
惣
位
牌
所
に
混

じ
あ
る
を
見
て
甚
だ
歎
息
し
、
さ
て
/
¥
高
嶺
等
の
人
々
は
故
君
の

思
を
知
ら
ざ
る
者
共
哉
。
今
度
彼
等
子
孫
の
者
北
ハ

E
昨
ね
皮
し
と
存

宇
る
菌
、
右
ゃ
う
た
る
心
中
の
者
共
主
ら
ば
等
ぬ
る

K
不
v
及
と
て
、

直
に
飾
品
せ
り
と
、
彼
の
寺
倫
の
斑
れ
り
と
湯
浅
砥
昨
仰
い
へ
り
。

O
密
鰻
前
橋

高
峰
寺
の
門
前
怠
る
合
月
期
水
川
に
架
け
た
る
橋
也
。
明
路
市
中
陀

村
井
主
腿
家
士
笠
松
惣
左
術
門、

若
宮
時
は
額
八
と
酬
明
し
.
総
悶
小

八
郎
に
車
中
公
せ
し
が
、
或
時
小
八
郎
防
除
寺
前
の
橋
の
上
よ
り
川
中

金
部
古
蹟
志
巻

廿
五

へ
落
馬
せ
ら
れ
た
り
し
が
、
源
八
絞
き
て
飛
込
み
引
あ
げ
ふ
り
。
自

他
闘
の
供
人
は
い
か
va

あ
り
け
ん
。
源
入
陀
部
川
仰
小
紋
に
瓜
の
紋
所
な

る
訓
凹
版
を
褒
美
k
m
糊
ム
。
と
い
ふ
事
見
h
た
り
。

O
田
中
式
如
沓
邸

卒
即
時
九
年
の
士
般
に
、
=
一
百
お
榊
道
者
間
中
友
源
太
居
邸
光
持
前
。

と
あ
り
。
そ
の
邸
地
は
今
詳
か
な
ら
宇
と
い
へ
ど
も
、
密
殿
前
向
銭

寺
の
近
所
な
り
と
い
へ
り
。

O
問
中
式
如
侍

問
中
氏
系
闘
K
云
ム
。
本
姓
碕
路
兄
公
末
終
世
々
近
託
図
向
的

郡
問
中
村
居
住
・
依
v
之
鋭
z
問
中
氏
↓
始
組
問
中
伯
替
守
釆
弘
男
久
兵

衛
吉
政
d

奉
=
仕
子
信
長
↓
公
開
削
昌
三
千
石
↓
後
迫
L
K

加
恩
・
傾
乙
ニ
高
石
↓

叙
a
任
従
五
位
下
兵
部
少
腕
↓
江
州
甲
賀
郡
八
幡
山
披
主
也
・
後
倒
旦
致

後
一
図
↓
久
留
米
在
披
。
長
男
民
部
少
輸
長
頴
有
ν
故
父
子
不
ν
和
.
不
v

鎗
a
家
督
一
骨

p
k
一
士
↓
一
於
a
京
都
-
卒
副
長
瀬
孫
問
中
称
庵
{一罫
頴
ぷ
卦
子
宗
二

以
a
彪
士-判官
a

{

示
ニ
長
男
宗
得
税
ι
一
関
三
初
仕
a
子
信
州
南
滋
之
領
主
鳥

居
左
京
克
忠
常
一
応
居
家
後
市
情
。
流
浪
伎
a
子
江
戸
↓
武
文
六
年
五
月
.

車中
・仕
子
綱
紀
卿
↓
元
総
十
三
年
十
二
月
廿
五
日
談
.
七
十
六
歳
“
式
如

初
式
昭
.
鋭
z
左
源
太
一
宮
阿
波
徳
川
削
之
底
土
民
塩
元
東
刻
。
初
郁
弘
山

四
九




